
安全で安心な暮らしを守るあおもりの道づくり（防災・安全）

■計画の概要 ■事後評価の結果

■今後の方針

当計画において完了していない事業については、次期計画において引き続き実施する。

事業実績

成果目標（H30末）の達成状況

計画の目標

事業主体 青森県
計画期間 H26～H30

社会資本整備総合交付金 事後評価 青森県 県土整備部 道路課

事業内容

・道路改築事業や交通安全事業における歩行空間整備

①歩行空間が確保される延長を21.6km（38％）から40.5km（71％）
まで向上させる。

人も車も快適で安全・安心に歩ける（走れる）道を確保するため、
歩行空間の確保、道路の沿線環境の改善を図り、施設の計画的
な予防保全等を実施して、県民の暮らしを守る道づくりをめざす。

成果目標

H26当初
38.0%

整備率による進捗
①歩行空間確保延長による進捗【28事業】対策済5事業、整備率51.0％
②舗装路の要修繕箇所による進捗【101事業】完了済79事業、整備率78.2%
完成した代表事例

H30末
71.0%

①バイパス整備や歩道新設等により道路の歩行空間が
確保される率％
（＝歩行空間確保延長／歩行空間確保整備計画延長）

H28末
52.0%

代
表
工
区

弘前田舎館黒石線 猿賀工区 （現道拡幅） L=0.8km
名川階上線 剣吉踏切（現道拡幅） L=0.6km
国道103号 雲谷工区（歩道整備） L=0.4km etc.                 

②老朽化等により損傷した舗装路の要修繕箇所整備率を19.8％
(H26)から100.0％(H30)へ向上させる。

H26当初
19.8％
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②舗装路の要修繕箇所の整備率％
（＝整備済箇所数／要修繕箇所数）
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整備前

整備後

安全な歩行空間
を確保できた

整備効果

①国道１０３号
青森市雲谷工区
歩道整備
L=0.4km

・舗装路における修繕等の舗装補修事業を実施

代
表
工
区

橋向五戸線 市川工区他 （舗装補修） L=1.8km
弘前柏線 柏工区 （舗装補修） L=1.8km etc.

整備効果

②橋向五戸線
市川工区他
舗装補修
L=1.8km

整備前

整備後

快適な走行環境
を確保できた
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